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級，上級の 3つのレベル別クラスを開講している。2019 度は，前期（2019 年 4 月～ 9月）と後期（2019






　前期は，初級クラスが 16 人（うち 4 人は中級クラスも同時に受講），中級クラスが 38 人（うち 4 人
は初級クラス，8人は上級クラスも同時に受講），上級クラスが 30 人（うち 8人は中級クラスも同時に
受講），計 72 人が日本語課外補講（ライデン大学短期日本語研修プログラム，総合日本語コースを含む）
を受講した。72 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 22 人，特別聴講学生 28 人，研究生 6 人，特別研
究学生 6 人，科目等履修生（県費留学生，日本語・日本文化研修留学生）6 人 , 特別研究員 1 人，外国
人研究員 3人である。国・地域別の内訳は，中国 28 人，オランダ 10 人，台湾，タイ各 5人，ベトナム，
ロシア各 4人，インド，韓国各 3人，フィンランド 2人，アメリカ，インドネシア，スロバキア，チリ，
バングラデシュ，フィリピン，ベルギー，ラオス各 1 人である。また，所属別の内訳は，理工学教育
部 19 人，人間発達科学部 15 人，人文学部 13 人，経済学研究科 8 人，経済学部 7 人，医学薬学教育部
3人，芸術文化学部，人文科学研究科各 2人，工学部，芸術文化学研究科，人間発達科学研究科各 1人
である。
　後期は，初級クラスが 31 人（うち 1 人は中級クラスも同時に受講），中級クラスが 19 人（うち 6 人
は上級クラスも同時に受講），上級クラスが 53 人（うち 6 人は中級クラスも同時に受講），計 96 人が
日本語課外補講（総合日本語コースを含む）受講した。96 人の在籍身分別の内訳は，研究生 28 人，大
学院生 27 人，特別聴講学生 18 人，特別研究学生 9 人，科目等履修生（県費留学生，日本語・日本文
化研修留学生）9 人，研究員 4 人，研究生（教員研修留学生）1 人である。国・地域別の内訳は，中国
59 人，ベトナム 9 人，韓国 7 人，インド，ブラジル各 4 人，タイ 3 人，ロシア 2 人，インドネシア，
台湾，チェコ , トルコ，パキスタン，バングラデシュ，フィリピン，マレーシア各 1 人である。また，
所属別の内訳は，理工学教育部 19 人，工学部 17 人，人文学部 15 人，経済学研究科 11 人，経済学部 9人，










　2019 年度前期は，国際機構専任教員 4 人（副島健治，田中信之，バハウ・サイモン・ピーター，濱





　前期は 2019 年 4 月 11 日（木）～ 8月 2日（金）を授業期間とした。曜日調整のため， 5 月 9 日（木）
と 7 月 12 日（金）は月曜日の授業を行った。後期は 2019 年 10 月 7 日（月）～ 2020 年 2 月 7 日（金）
を授業期間とした。曜日調整のため，10 月 16 日（水）と 11 月 7 日（木）は月曜日の授業，10 月 25 日（金）
は火曜日の授業，12 月 24 日（火）は金曜日の授業を行った。また， 12 月 25 日（水）～ 1月 6日（月）
は冬季休業，1月 17 日（金）は大学入試センター試験準備日のため，2月 4日（火）は曜日調整のため，
と休講とした。 
　オリエンテーションは，前期は 4 月 5 日（金），後期は 10 月 4 日（金）に開催した。前期は専任教











　前期は週 36 コマ，後期は週 35 コマ授業を行った。前期の時間割を表 1，後期の時間割を表 2に示す。
表 1　2019 年度前期 日本語課外補講（五福）時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
1 文法A1 ( 横堀 )
2 文法 A1 ( 横堀 ) 表現技術 C1 ( 濱田 ）
3 聴解・会話B1 ( 横堀 )
4 漢字 B1a ( 濱田 )
火
1 文法A1 ( 要門 ) 文法・読解B1a ( 副島 )
2 生活日本語A1a（バハウ） 文法A1 ( 要門 ) 文法・読解B1a ( 副島 ) 漢字 C1 ( 濱田 )




1 文法A1 ( 要門 ) 文法・表現B1a ( 中河 )
2 文法 A1 ( 要門 ) 文法・表現B1a ( 中河 )
3 会話 C1 ( 高畠 )
4 日本文化 C1 ( 中河 )
木
1 文法A1 ( 横堀 ) 文法・表現B1a ( 要門 ) 文法 C1a （ 濱田 ）
2 生活日本語A1b（副島） 文法A1 ( 横堀 ) 文法・表現B1a ( 要門 ) 文法 C1b （ 濱田 ）
3 聴解・会話A1 ( 横堀 ) 作文 B1a ( 田中 ) 作文 C1 （ 要門）
4 読解 C1 ( 田中 )
金
1 文法A1 ( 田中 ) 文法・読解B1b ( 副島 )
2 文法 A1 ( 田中 ) 文法・読解B1b ( 副島 )
3 文法 B1 ( 田中 )
  ＊ 1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15
表 2　2019 年度後期 日本語課外補講（五福）時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
1 文法A2 ( 中野 ) 文法・表現B2a ( 田上 )
2 文法 A2 ( 中野 ) 文法・表現B2a ( 田上 )
3 漢字 B2 ( 濱田 ) 聴解 C2 ( 田上 )
4 漢字 C2 （ 濱田 ）
火
1 文法A2 ( 田中 ) 文法 B2 ( 中野 )
2 生活日本語A2a（副島） 文法A2 ( 田中 ) 聴解・会話B2 ( 中野 ) 表現技術 C2（ 濱田 ）
3 聴解・会話 A2 ( 藤田 ) 読解 C2a ( 田中 )
4 読解 C2b ( 藤田 )
水
1 文法A2 ( 田中 ) 文法・読解B2a ( 副島 )
2 文法 A2 ( 田中 ) 文法・読解B2a ( 副島 )
3 会話 C2 ( 要門 )
4 作文 C2 ( 要門 )
木
1 文法A2 ( 田上 ) 文法・読解B2b ( 副島 )
2 文法A2 ( 田上 ) 文法・読解B2b ( 副島 ) 文法 C2 ( 濱田 )
3 漢字A2 ( 高畠 ) 作文 B2 （ 濱田 ） 日本文化C2 ( 田上 )
4
金
1 文法A2 ( 田中 ) 文法・表現B2b ( 松岡 )
2 生活日本語A2b（副島） 文法 A2 ( 田中 ) 文法・表現B2b ( 松岡 )
　　＊ 1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15
5.2　初級クラスの授業内容
　初級クラスでは，前期，後期ともに，午前は月曜日から金曜日まで毎日 2 コマ連続で「文法」の授




　「文法」の授業週（10 コマ）では，『みんなの日本語 初級』Ｉ，II 第 2 版（スリーエーネットワー




第 1週 1課～ 3課 第 9週 28 課～ 30 課
第 2週 4課～ 6課 1課～ 6課試験 第 10 週 31 課～ 33 課 26 課～ 32 課試験
第 3週 7課～ 12 課 第 11 週 34 課～ 37 課
第 4週 13 課～ 14 課 7 課～ 12 課試験 第 12 週 37 課～ 39 課 33 課～ 38 課試験
第 5週 15 課～ 18 課 第 13 週 40 課～ 43 課
第 6週 19 課～ 21 課 13 課～ 18 課試験 第 14 週 44 課～ 45 課 39 課～ 45 課試験
第 7週 22 課～ 25 課 第 15 週 47 課～ 50 課
第 8週 26 課～ 27 課 19 課～ 25 課試験




　「漢字」の授業では，『（新版）Basic Kanji Book Vol.1』（凡人社）をメインテキストとし，漢字を勉
強するために必要な知識を身につけると同時に，漢字の読み書きが正確にできるようになることを目
指した。




　中級クラスでは，前期は，「文法・表現」，「文法・読解」の授業を各科目とも週 2 日 2 コマ連続で各
4コマ，「漢字」，「文法」，「聴解・会話」，「作文」の授業を各科目週 1コマ行った。後期は，「文法・表現」，






をメインテキストとして，『日本語中級Ｊ 301』は 1 日（2 コマ）の授業で 1 課進むペース，『日本語中































































回答する形とした。表 4 に前期，表 5 に後期の結果をまとめた。なお，自由記述については，基本的
に学生が記述したとおりに掲載している。




オリエンテーション出席者(16人) ・ オリエンテーションの掲示を見た (5 人 )
・ 専門の先生にきいた (5 人 )
・ 国際機構の先生にきいた (2 人 )
・ 事務の人にきいた (1 人 )





オリエンテーション欠席者 (5 人 ) ・ 専門の先生にきいた（2人）
・ 国際機構の先生にきいた（0人）
・ 友だちにきいた（3人）
・ 事務の人にきいた (0 人 )
・ その他（0人）
・ 無回答 (0 人 )
2．どのクラスに出席したか 初級： 6 人
中級： 5 人
上級： 10 人
3．授業科目数の希望 今のままでいい（20 人） ：初級 6人，中級 4人，上級 10 人
多くしてほしい（0人）
少なくしてほしい（1人） ：中級 1人
4．授業科目の希望 今のままでいい（17 人） ：初級 6人，中級 4人，上級 7人
新しい科目を作ってほしい ：中級 2人，上級 2人
 →見学，発音，今はわからない
5．来期の授業時間帯の希望 いつでもいい（5人） ：初級 1人，中級 2人，上級 2人
専門の時間割がわからないので答えられない（5人） ：初級 1人，中級 2人，上級 2人
午前 1・2限（6人） ：初級 2人，中級 1人，上級 3人
午後 3・4限（4人）： 初級 2人，上級２人
その他（1人）：上級 1人…（月金以外です）
その他









オリエンテーション出席者(16人) ・ オリエンテーションの掲示を見た (3 人 )
・ 専門の先生にきいた (6 人 )
・ 国際機構の先生にきいた（2人）
・ 事務の人にきいた (3 人 )

















上級： 6 人 
3．授業科目数の希望 今のままでいい（20 人）：初級 10 人，中級 4人，上級 6人
多くしてほしい（1人）: 初級 1人：ちょうかいのじかんをながくしてほしい。 
少なくしてほしい（1人） : 中級 1人






専門の時間割がわからないので答えられない（10 人） ：初級 5人，中級 1人，上級 4人
午前 1・2限（7人）：初級 4人，中級 2人，上級 1人




　・ Each lesson should have 2 days to learn. （初級）









　今年度後期は受講者数が 96 名と，100 名に届くほど増加した。その一方で，一昨年度より授業数が
減少しており，受講生のレベルに合った授業を実施することが難しくなっている。授業アンケートか
らは，現状の授業数や受講科目に否定的な意見は見られないが，学習者のレベルやニーズを把握し，
初級・中級・上級の各クラスの適切な授業数，授業科目を常に模索していかなければならない。
